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１．概要（Summary） 

単層カーボンナノチューブ（SWCNT）のエレクトロニク

ス応用実現のために，作製温度の低温化が望まれてい

る。我々の研究室では，これまで Rhを触媒に用いること

で 300ºCでの SWCNT作製を報告している[1]。本研究

では，SWCNT作製用に一般に用いられている Coを触

媒に用い，作製条件を最適化することで SWCNT成長

温度の低温化を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 電子ビーム蒸着装置 

【実験方法】 

SiO2/Si基板上にスパッタ蒸着により，アルミナ膜を

10nm程度堆積させ，その上に，電子ビーム蒸着装置

を用いて，Coを平均膜厚 0.2～0.4 nm蒸着し，Co触

媒粒子を形成した。本基板を用いて SWCNT成長を行

った。SWCNT作製は高真空タイプのコールドウォール

型化学気相成長（CVD）装置を用いて行い，エタノール

蒸気を炭素源とした。作製した試料は，ラマン分光およ

び走査電子顕微鏡（SEM）により評価を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

成長温度 700 ºC と 300 ºCで作製した試料の SEM

像を Fig. 1 に示す。それぞれ，エタノール圧力を最適

化して作製したものである。Fig. 1(a)の 700 ºCで作製し

た試料の SEM像から，蜘蛛の巣状にからまった繊維状

の生成物が基板表面全面に存在している様子が観察さ

れた。ラマン分光測定の結果から，この繊維状の物質は

SWCNTであることが確認できた。また，300 ºCで作製

した試料の Fig. 1(b)の像からも，わずかではあるが繊維

状の物質が生成していた。ラマン分光測定の結果，この

生成物も SWCNTであることが確認できた。以上から，

エタノール圧力の最適化により，Co触媒を用いて 300 

ºCの低温においても SWCNTを作製できることがわか

った。 

 

Fig. 1 SEM images of SWCNTs grown at (a) 700ºC 

and (b) 300ºC. 
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